
神奈川県立えびな支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審 議 会 等 名 称 令和５年度神奈川県立えびな支援学校第２回学校運営協議会 

開 催 日 時  令和５年 10月 11 日（水）  

開 催 場 所 神奈川県立えびな支援学校  

出 席 者 令和５年度えびな支援学校 学校運営協議会委員   ９名  

令和５年度えびな支援学校 学校運営協議会事務局等 10 名 

次回開催予定日  令和６年２月 

問 合 せ 先 副校長 萩谷 晃子 ℡.  046-292-5612 fax. 046-292-5620   

会 議 等 経 過 １ 報告事項 

（１） 各部会報告 

① 切れ目ない支援部会 

     中央農業高等学校と本校の小中高の学部それぞれにあっ 

た体験活動や交流および共同学習ができている。場面や 

内容について来年度に向けて検討中である。 

② えびっこクラブ部会 

  中新田小学校との学校間交流（町探検、音楽発表会い招 

待）に加えて海西中学校とも交流（ボッチャ大会）がで

きた 

（２）令和６年度からのミッションとグランドデザインについて 

① 現在の進行状況 

② SWOT 分析、Teams を利用した職員の声から 

２ 協議・熟議 

（１） テーマ１ 今、学校で取り組むべき教育活動 

  【ご意見】 

   ・基礎的な体力を育てることや安全教育・防災教育を進める

ことも大切である。 

   ・授業の中で自己選択の場面が必要である。 

   ・アセスメントから一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導 

    につなげたい。 

   ・上級生と下級生のつながりや、他者との関わりなどを通し 

て思いやりの心を育む。 

   ・地域の人と触れ合う場面を広げていくことができると良 

い。 

 



（２） テーマ２ 学校と地域との関わりの中で 

【ご意見】 

   ・コミュニケーションの力を高めたい。（言葉、カード、手

話、ワイン、ジェスチャー、視線、表現など） 

   ・自分から発信できる力をつけていきたい。 

   ・地域で学ぶことが相互理解につながっていく。 

   ・清掃活動など地域貢献活動をしたり、地域の行事に参加し

たりする活動が考えられる。 

   ・学校を知ってもらう機会（見学・地域開放など）を行う。 

   ・実体験ができる環境づくりがあるとよい。 

    

配 付 資 料 ・令和５年度 第２回学校運営協議会次第 

・えびな支援学校 学校運営協議会委員名簿 

・学校運営協議会運営計画書（令和５年度） 

・学校評価システムの概要〈学校運営の仕組みイメージ図〉 

・えびな支援学校のミッションについて（令和６年度以降） 

・令和６年度えびな支援学校グランドデザイン ver.1 

・SWOT 分析の結果 

・令和５年度神奈川県立えびな支援学校第１回学校運営協議会開催

結果 

 

 


